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4 EICA 設立の経緯と活動記録

表の場となり、新たに大気分野を加え 20 セッションの各会場で旺盛な討議が展開された。

神戸メリケンパーク オリエンタルホテルで開催された懇親会には、神戸市水道事業管理者兼水道局長 小倉 晉氏に来賓とし

てご出席いただき交流を深めた。

EICA 日本学術会議 学術研究団体に登録される 1999 年 
これまでの研究発表会の開催、学会誌の発行等の活動が認められ、平成 11 年９月 14 日付けで、日本学術会議法（昭和 23 年

法律第121号）第18条第3項に基づき、学術登録団体に登録された。関連研究連絡委員会は、「自動制御」。構成員数 560名。

第 11 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  1999 年 
平成 11 年９月 30 日、これまでの“リレー研究会”を含め、通算 11 回目の研究発表会として開催名称を「第 11 回環境システム計測

制御（EICA）研究発表会」と改め、仙台市東北大学 艮陵会館での開催となった。

基調講演 「新世代型低負荷環境保全技術による廃棄物のエネルギ－化・再資源化」 東北大学大学院工学研究科 教授 野

池達也氏、「下水道と水環境・次世紀へ向けての新たな展開」建設省東北地方建設局企画部長 谷戸善彦氏と『仙台 「くらしと

水」 昨日、今日、明日』仙台市下水道局技監 櫻井克信氏を講師にお招きし、その後 2 セッション 7 編の論文発表が行われた。

翌 10 月 1 日は仙台市水道記念館・東北電力仙台火力発電所の見学会を行った。研究会参加者 130 名、見学会参加者 45
名で旺盛な討議が展開された。

第 12 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2000 年 
平成 12 年 10 月 5・6 日川崎市産業振興会館で開催された研究発表会には、開催地より川崎市水道事業管理者兼水道局長

井上裕幸氏より来賓挨拶をいただき、「環境ホルモン問題とこれからの水処理」と題して、本会副会長 松井三郎教授（京都大学大

学院工学研究科附属環境質制御研究センター長）の基調講演が行われた。

また、「ＰＲＴＲ法施行に伴なう微量化学物質の計測とコントロール（大気・水・廃棄物）」と題し、座長 松井三郎氏 京都大学教授、

パネラーとして建設省（田中宏明氏 土木研究所下水道部水質研究室長）、川崎市（鈴木 茂氏 環境局公害部化学物質担当副

主幹）、化学品安全管理研究所（大島輝夫氏 同所長）、㈱日立製作所（久本泰秀氏 計測器ｸﾞﾙｰﾌﾟ参事・日本分析機器工業会

技術委員長）を迎え、パネルディスカッションが行われた。

発表件数は 69 編 参加者 341 名の充実した研究発表の場となり、16 セッションの各会場で旺盛な討議が展開された。

川崎日航ホテルで開催された懇親会には、川崎市水道事業管理者兼水道局長 井上裕幸氏、川崎市建設局長 引野 憲治氏

に来賓としてご出席いただき交流を深めた。

第 13 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2001 年 
平成 13 年 11 月 11 日九州大学 中央図書館視聴覚ホールで開催された研究発表会には、「インカ帝国と水道 － マチュビ

チュの例 －」と題して、九州大学大学院教授 工学博士 楠田哲也氏の基調講演が行われた。

続いて「河川と下水道」福岡県土木部次長 飯田徹男 氏と「福岡市のごみ問題について」福岡市環境局施設部長 平尾 実

氏を講師にお招きし、その後 2 セッション 6 編の論文発表が行われた。

翌 11 月 12 日は北九州エコタウン・安川電機 黒崎本社ロボット工場の見学会を行った。研究会参加者 140 名、見学会参加者

50 名で旺盛な討議が展開された。

第 14 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2002 年 
平成 14 年 10 月 31・11 月 1 日大津市 ピアザ淡海で開催された研究発表会には、開催地より滋賀県琵琶湖環境部長 緒方俊

則氏より来賓挨拶をいただき、「水環境におけるリスクの把握と対応」と題して、東京大学大学院工学系研究科長・工学部長 大垣

眞一郎氏の基調講演が行われた。

また、「水循環における計測と制御 - 淀川水系を例として -」と題し、座長 松井三郎氏 本会会長 京都大学教授、パネラーと

して国土交通省（坪香 伸氏 近畿地方整備局河川部長）、琵琶湖淀川水質保全機構（大槻 均 氏 学術委員・国土環境㈱技

術顧問）、大阪市水道局（小笹 泰氏 技術監兼工務部水質試験所長）、琵琶湖研究所（中村正久氏 所長）、㈱日立製作所（依

田幹雄氏 情報制御システム事業部チーフエンジニア）を迎え、パネルディスカッションが行われた。発表件数は 62 編 参加者

285 名の充実した研究発表の場となり、16 セッションの各会場で旺盛な討議が展開された。

ホテルピアザ 6F クリスタルで開催された懇親会には、滋賀県琵琶湖環境部長 緒方 俊則氏 滋賀県土木交通部長 栗原 秀

人氏、滋賀県琵琶湖環境部下水道計画課長 加藤 裕之氏、第 3 回世界水フォーラム事務次長 遠山 正人氏に来賓としてご出

席いただき交流を深めた。
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第 15 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2003 年 
平成 15 年 10 月 9 日 金沢大学工学部 秀峯会館で開催された研究発表会には、「BSE(狂牛病)対策のその後」と題して、金

沢大学名誉教授 小森 友明氏の基調講演が行われた。

続いて「金沢市における下水と汚泥処理の現状 」金沢市臨海水質管理センター所長 宮本伸一 氏と「平成の築城--石垣の復

元」金沢大学工学部土木建設工学科 池本敏和 氏を講師にお招きし、その後 2 セッション 6 編の論文発表が行われた。セッショ

ンの最後に Professor Pusan National University IWA-ICA 2005 Chairman Dr.Changwon Kim より「IWA ICA
Conference 2005 in Pusan」 開催についてのご案内があった。その後 2 セッション 7 編の論文発表が行われた。

翌 11 月 1 日は食肉流通センター・あら残処理施設 、 能登金剛 - 石川県北部 RDF センター（志賀町）の見学会を行った。

研究会参加者 150 名、見学会参加者 55 名で旺盛な討議が展開された。

第 16 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会 

併設 IWA/ICA 国内プレ＆日韓ジョイント国際ワークショップ  2004 年 
平成 16 年 9 月 30・10 月 1 日横浜市 横浜市開港記念会館で開催された研究発表会には、開催地より横浜市下水道局長金子

宣治氏、IWA-ICA 委員長 釜山大学校環境工学科教授 金昌元より来賓挨拶をいただき、「持続的社会における技術と社会の

変貌 －水環境マネジメントを例として－」と題して、東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学専攻教授 味埜 俊氏の基

調講演が行われた。

また、「上下水道におけるシステム最適化 －広域化・統合化時代への対応－」と題し、座長 松井三郎氏 本会会長 京都大学

教授、パネラーとして東京都水道局浄水部設備技術担当副参事 原島 武氏、横浜市下水道局建設部 部次長 設備課長 小

浜 一好氏、（株）東芝社会システム事業部公共システム技術第二部長 加藤 孝夫氏、（財）廃棄物研究財団東京本部理事長 杉

戸 大作氏を迎え、パネルディスカッションが行われた。発表件数は 59 編 参加者 280 名の充実した研究発表の場となり、16 セッ

ションの各会場で旺盛な討議が展開された。

ホテルニューグランド２F ペリー来航の間で開催された懇親会には、横浜市水道局長 金近忠彦氏よりご挨拶を、横浜市下水道

局長金子宣治氏、IWA-ICA 委員長 釜山大学校環境工学科教授 金昌元に来賓としてご出席いただき交流を深めた。

第 17 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2005 年 

平成 17 年 10 月 20 日 ぱ･る･るプラザ岐阜で開催された研究発表会には、「地球に優しいナノテクでつくるウェアラブル太陽電

池」岐阜大学大学院工学研究科環境エネルギーシステム専攻教授 副学部長 箕浦秀樹氏、「DNA マイクロアレイを用いた PCE
汚染土壌・地下水のバイオレメディエーション事前診断」 岐阜大学農学部応用生物科学部 教授 高見澤一裕氏の二題の講演が

行われた。また、岐阜市長 細江茂光氏より、「岐阜市の環境都市宣言」と題して特別講演をいただいた。

研究発表として、午前、一般論文／概要発表とポスターセッション 14 編、午後、論文・ノート(査読付)として、 2 セッション 7 編 の

発表が行われた。

ぱ･る･るプラザ岐阜 5F で開催された懇親会には、講師の箕浦 秀樹氏、高見澤一裕氏、岐阜市長 細江茂光氏に来賓としてご

出席をいただき交流を深めた。

翌 10 月 21 日は徳山ダム → 核融合科学研究所→オリベストリートの見学会を行った。研究会参加者 181 名、見学会参加者

43 名で旺盛な討議が展開された。

第 18 回環境システム計測制御（EICA）研究発表会  2006 年 
10 月 30 日(月)・31 日(火)の両日に渡り京都大学百周年時計台記念館で開催された研究発表会には、開催地より京都市公営

企業管理者 上下水道局長 吉村憲次様より来賓挨拶をいただき、「化学物質管理とリスクコミュニケーション」と題して、京都大学

大学院工学研究科都市環境工学専攻（専攻長） 内山巌雄教授の基調講演が行われた。

また、「環境システム計測制御に係わる安全と安心」と題し、座長 京都大学 内山巌雄教授、パネラーとして（財）大阪市下水道

技術協会理事長 高柳枝直氏、（財）下水道新技術推進機構企画部長 中里卓治氏、㈱東 芝水・環境システム企画部長 篠原哲

哉氏、横浜国立大学名誉教授 清水久二氏を迎え、パネルディスカッションが行われた。

本研究発表会では、従来のセッションに加えて、「維持管理」セッション、また、若手技術者による「特別企画」セッション未来

プロジェクト「若手技術者が描く未来環境予想図」が企画された。発表件数は 58 編 参加者 330 名の充実した研究発表の場と

なり、16 セッションの各会場で旺盛な討議が展開された。

百周年時計台記念館２F 国際交流ホールで開催された懇親会には、京都市公営企業管理者 上下水道局長 吉村憲次氏、京

都大学地球環境学大学院地球環境学堂長 嘉門 雅史よりご挨拶を、に来賓としてご出席いただき、講師の諸先生を囲み参加

者との交流を深めた。同席上、表彰式が行われ、本会の発足以来、会の発展に多大な貢献をされ、本年度の総会にて副会

長を退任された、京都大学 武田 信生殿 に功績賞が授与された。また、奨励論文の表彰式も行われ、6 編の論文が奨励

論文として選考され､松井会長より賞状と副賞が受賞者に手渡された｡
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